ISeCシンポジウム2008の開催案内
主催： 特定非営利活動法人セマンティック・コンピューティング研究開発機構（ISeC）

日時： 平成20年6月28日(土)　14:00から18:00
場所： 産業技術総合研究所　臨海副都心センター　別館11階会議室
　　アクセスマップ：　(〒135-0064　東京都江東区青海二丁目41番地6　電話番号03-3599-8001)
http://www.aist.go.jp/aist_j/guidemap/tokyo_waterfront/tokyo_waterfront_map_main.html　
趣旨：
ISeCでは、セマンティック・コンピューティングを掲げて普及・啓蒙活動を推進しています。今回のシンポジウムは、2006年6月に開催(http://www.instsec.org/sympo.html)しました第1回に続くものです。この間、総務省の戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）の下で「CDLの仕様策定と標準化」の研究を進め、平成19年度で3年間の研究が終了しました。その一環で、いくつかの新しいテーマが生まれてきています。”Common Web Language”及び「明晰日本語」です。本シンポジウムではこれらの現状と今後の展開を説明し、最終セッションでは、セマンティック・コンピューティングの新規テーマの発掘を目指したライトニングトークと参加者との意見交換の場を提供します。ご関心ある皆様の積極的な参加をお願いする次第です。
プログラム
1． セマンティック・コンピューティングの目標と当面の活動      

14:00-14:20
･････横井 俊夫(理事、(財)日本特許情報機構)
2． CDLの研究開発状況      




14:20-15:00
･････石塚 満 (理事、東京大学)
3． CWLの成果と次期活動計画     



15:00-15:40
･････内田 裕士 (理事、UNDLファンデーション)
　　 　    <休　 憩>　　　　



15:40-16:00
4． 日本語コンテンツの明晰化：制限言語とオントロジー      

16:00-16:40
･････橋田 浩一 (理事、産業技術総合研究所)
5． セマンティック・コンピューティング：ライトニングトーク＆討論会      
16:40-18:00
･････（座長） 石塚 満
スピーカ： 児西　清義 （監事、㈱ナレッジプロデュース）：　ICT業界と知識情報処理

福重 貴雄 （松下電器）：　        情報家電オントロジーの課題と展開
堀 浩一（理事　東京大学）：　          創造活動支援システムの一例

